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（統合失調症発症に関与する危険アレルは、不良な臨床
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

統合失調症は高い生涯有病率を示す精神疾患であり、患者の多くは不良な臨床・社会転帰

をたどる。統合失調症の発症には遺伝要因が大きく影響しているが、統合失調症において発

症脆弱性と臨床・社会転帰との直接的な関連はまだ検討されていない。今回我々は、455 名

の統合失調症患者を対象に、統合失調症の発症脆弱性に関わる一塩基多型（SNPs）が、臨床・

社会転帰とも関連するかを検討した。日本人統合失調症のゲノムワイド関連解析から選択した

46SNPs において危険アレル頻度と臨床・社会転帰の関連について解析を行い、また、各個人に

おける危険アレルの保持数を示す polygenic risk score を用いた多遺伝子的な影響も検討した。臨

床転帰においては、CSMD1 遺伝子の rs2623659 を含む 3 つの SNPs が症状の重症度と治療反応

性不良に関連し、また社会転帰においては、C6orf105 遺伝子の rs2294424 を含む 3 つの SNPs

が社会非適応に関連した。polygenic risk score は転帰には有意な関連を認めなかった。 
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